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里昼j週
工 各世代に必要とされる職業能力の開発..向上の促進

J,-2007年問題ヘの対応- 507億円

1 成長過程にある若者の職業人としての自立の推進 1 53億円

くり 実務.教育連結型人材育成システム く日本版デュアルシステムlの推進
103億円

若者の実践的で効果的な職業能力開発を支援するため1企業実習と座学を
連結させた教育訓練く日本版デュアルシステムlを導入する.企業に対する助
成措置の拡充等導入環境の整備を行い- 同システムの社会的定着を図るo

く21 ト等の自立を支援するための地域における体制の構築 1 1億円

各地域に r地域若者サポ-トステ-ション く仮称JJを設置し,若者の置
かれた状況に応じた専門的な相談を行うとともに,地域の若者支援機関のネ
ットワ-クを構築しその中核として各機関のサ-ビスが効果的に受けられる
ようにすることにより,ニ-ト等の自立を支援するo

く31若者自立塾の拡充 1 7億円

合宿形式による集団生括の中で-生括訓練1労働体験等を通じてl職業人,
社会人として必要な基本的能力の獲得ー 勤労観の醸成を図りl働く自信と意
欲を付与する r若者自立塾Jを拡充するQ

20箇所 - 40箇所

く4J学卒.若者向けの実践的能力評価.公証の仕組みの整備 5. 8億円

学卒,若者が,職業能力開発について目標を持ち,意欲を持って取り組む
ことができるよう,若年者就職基礎能力支援事業くyES-プログラムlの
普及促進を図るとともに1 3級技能検定職種の拡大を図るo

く51民間におけるeラ-二ングの活用の促進 1. 6億円

インタ-ネット等を利用しlいつでもどこでも能力開発ができる仕組みくe
ラ ングブ の活用を促進するため1.eラ-ニングに関する情報提供体制の
整備等を図るo

2 社会の中核である壮年者層の能力開発の推進 1 22億円

く11個人の二-ズを踏まえた能力開発に取り組む企業ヘの支援の拡充
82億円
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